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村
山
槐
多
の
関
連
写
真
二
枚
（
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
」
） 

  

●
出
典 

 

無
署
名
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
」
（
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
武
侠
世
界
社
、
一
九
一
四
年
九

月
一
日
、
口
絵
［
頁
数
無
表
記
］
、
表
題
は
目
次
で
は
「
本
社
主
催
夏
期マ

マ

壮
快
旅
行
」
に
な
っ
て
い
る
、

写
真
撮
影
者
不
明
［
本
稿
一
一
頁
参
照
］
） 

   

●
寸
法 

 

「
庚
申
山
社
務
所
に
於
け
る
一
行
」 

六
・
七
〇×

一
一
・
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

「
華
厳
の
瀑
と
押
川
主
筆
」 

九
・
八
〇×

六
・
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

「
中
禅
寺
湖
上
の
船
遊
」 

六
・
七
五×

一
一
・
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

   

●
解
説 
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村
山
槐
多
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
一
九
日
の
長
谷
部
武
二
郎
氏
宛
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る

（

註

一

）

。 

  

さ
る
六
日
か
ら
四
五
日
武
侠
世
界
の
連
中
と
日
光
、
足
尾
を
見
て
来
た
。 

中
禅
寺
湖
は
実
に
善
か
つ
た
、 

来
月
の
武
侠
世
界
に
は
そ
の
記
事
に
僕
が
挿
画
を
入
れ
た
、
下
ら
な
い
仕
事
だ
が
見
て
呉
れ
た
ま
ひマ

マ

。 

   

今
回
の
資
料
は
右
の
書
簡
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
旅
行
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
。
書
簡

に
よ
れ
ば
、
槐
多
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
六
日
か
ら
旅
行
に
出
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
槐
多
は

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
九
月
一
五
日
生
ま
れ
な
の
で
、
こ
の
時
に
は
満
年
齢
で
十
七
歳
、
数
え
年
で

十
九
歳
で
あ
っ
た
。
旅
行
の
予
告
記
事
が
載
っ
た
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
一
日
発
行
の
『
武
侠
世

界
』
第
三
巻
第
九
号
に
は
、
出
発
日
に
関
す
る
記
述
は
四
箇
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
八
月
六
日

（

註

二

）

」
（
二
箇

所

）、

「
八
月
初
旬

（

註

三

）

」、

「
六
日

（

註

四

）

」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
一
日
発
行
の
同
誌
第
三
巻
第

一
〇
号
に
旅
行
の
記
事
が
載
り

（

註

五

）

、
槐
多
以
外
の
参
加
者
も
「
八
月
六
日
」
が
出
発
日
だ
と
書
い
て
い
る

（

註

六

）

。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
日
に
出
発
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
村
山
槐
多
全
集 

増
補
版
』
所
載
の
槐
多
の
同
日
の
山
本
二
郎
氏
宛
書
簡
に
は
「
今
夜
は
早
雲
公
の
う
ち
へ
退
屈
だ
か
ら
来

て
居
る
」
と
書
か
れ
て
お
り

（

註

七

）

、
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
が
、
『
槐
多
の
歌
へ
る
』
所
載

の
同
じ
書
簡
の
時
期
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
六
月
六
日
と
な
っ
て
い
る

（

註

八

）

。
お
そ
ら
く
書
簡
の
時
期
は

後
者
が
正
し
く
、
前
者
が
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 
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次
に
、
先
述
し
た
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
所
載
の
予
告
記
事
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
七

一
～
七
六
頁
に
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟

（

註

九

）

」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
冒
頭
の
部
分

（

註

一
〇

）

を
以

下
に
引
用
す
る
。 

  

我
徒
は
八
月
初
旬
猛
暑
を
冒
し
て
奇
山
怪
窟
を
探
ら
ん
と
す
。
名
に
し
負
ふ
庚
申
山
は
八
犬
伝
に
於

て
其
怪
異
を
伝
ふ
、
石
門
の
奇
暗
窟
の
怪
、
壮
絶
快
絶
譬
ふ
る
に
物
無
け
ん
。
更
に
足
尾
の
見
学
日

光
の
清
遊
に
至
つ
て
は
一
段
の
興
趣
を
添
ふ
る
も
の
。
請
ふ
先
づ
馬
琴
の
名
文
庚
申
山
の
一
條
を

読
め
！

（

註

一
一

） 

  

こ
れ
に
続
く
曲
亭
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
か
ら
の
引
用
文

（

註

一
二

）

は
長
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

そ
の
後
に
は
「
足
尾
見
学
と
日
光
の
清
遊

（

註

一
三

）

」
と
題
す
る
文
章
が
あ
り
、
今
回
の
旅
行
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。 

  

犬
飼
現
八
の
射
止
め
た
る
妖
怪
こ
そ
は
実
に
彼
の
赤
岩
一
角
を
喰
殺
し
て
、
自
ら
一
角
に
化
け
其

家
を
横
領
し
た
る
野
猫
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
吾
徒
は
七
寸
の
草
鞋
に
此
奇
山
を
探
検
せ
ん
と
す
る

の
で
あ
る
。 

 
 

 

上
野
発
は
六
日
午
前
七
時
、
鉄
道
院
に
交
渉
し
て
一
箱
を
占
領
し
、
押
川
団
長
、
小
杉
針
重
の
社

同
人
は
元
よ
り
、
清
、
小
鰐
、
頑
鉄
、
河
野
其
他
の
天
狗
連
殊
に
長
岡
か
ら
は
例
の
大
村
花
和
尚
が

上
京
て

（

註

一
四

）

来
て
何
か
と
世
話
を
焼
く
筈
。
そ
れ
に
読
者
諸
君
の
多
数
が
あ
る
か
ら
、
汽
車
の
中
さ
へ
愉
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快
な
事
は
請
合
で
あ
る
。
一
行
は
午
後
二
時
半
に
足
尾
に
着
し
直
に
犬
飼
現
八
が
妖
怪
を
退
治
し
た

彼
の
庚
申
山
に
登
る
の
で
あ
る
。
庚
申
山
の
怪
門
奇
窟
を
充
分
に
探
検
し
て
妖
魔
を
追
払
ひ
、
其
山

上
の
宿
屋
に
一
泊
す
る
。 

 
 

 

そ
し
て
其
翌
未
明
に
山
を
下
つ
て
足
尾
に
引
返
し
足
尾
銅
山
の
見
学
に
移
る
。
銅
山
に
は
既
に
本

社
か
ら
交
渉
が
し
て
あ
る
か
ら
、
丁
寧
に
し
て
親
切
に
案
内
を
し
て
く
れ
る
筈
で
あ
る
。
又
希
望
で

坑
内
に
這
入
つ
て
見
る
事
も
出
来
る
か
ら
、
学
術
上
か
ら
云
つ
て
も
大
に
利
す
る
処
が
あ
る
だ
ら
う

と
思
ふ
。
其
処
を
見
て
直
に
蛮
脚
を
利
用
し
て
山
を
越
え
中
禅
寺
に
向
ふ
の
で
あ
る
。
此
処
に
就
て

は
今
更
云
ふ
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
。
其
処
に
一
泊
翌
日
は
湖
上
に
船
を
浮
べ
或
は
景
勝
を
探
つ
て

前
日
の
疲
労
を
慰
し
、
其
夜
日
光
に
て
大
懇
親
会
を
開
き
翌
日
開マ

マ

散
。 

  

こ
の
記
事
の
二
～
三
頁
目
に
相
当
す
る
七
二
～
七
三
頁
に
、
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮

快
旅
行

（

註

一
五

）

」
と
い
う
別
の
記
事
が
載
っ
て
お
り
、
旅
行
の
詳
細
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
表
題
に
続
い
て
次
の

よ
う
な
文
章

（

註

一
六

）

が
あ
る
。 

  

天
下
の
健
児
は
来
れ
＝
八
月
六
日
午
前
七
時
東
都
上
野
駅
出
発
＝
当
日
八
犬
伝
に
名
高
き
庚
申
山
の

険
奇
を
探
つ
て
山
中
宿
舎
に
一
泊
＝
翌
七
日
足
尾
大
銅
山
見
物
＝
長
駆
し
て
翠
巒
碧
水
の
中
禅
寺
湖

畔
に
一
泊
＝
八
日
午
前
湖
上
の
舟
遊
＝
午
後
華
厳
の
瀧
等
名
勝
を
見
物
し
つ
ゝ
日
光
行
＝
同
夜
日
光

一
泊
痛
快
な
る
大
懇
親
会
開
催
＝
九
日
午
前
日
光
に
て
旅
行
隊
解
散
各
人
自
由
行
動
を
取
る
（
同
地

よ
り
直
ち
に
帰
京
す
る
も
可
也
。
他
方
面
に
随
意
旅
行
を
為
す
も
可
也
。）

（
註
一
七
）

会
費
金
五
円
（
但
し
日

光
解
散
後
帰
京
の
汽
車
賃
を
含
ま
ず
。
会
費
に
剰
余
を
生
ぜ
し
時
は
会
計
報
告
と
共
に
割
戻
す
。
）

（
註
一
八
）
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参
加
希
望
者
は
八
月
三
日
迄
に
本
社
吉
岡
信
敬
宛
申
込
を
要
す
＝
多
少
蠻
的
旅
行
な
る
を
以
て
羸
弱

旅
行
に
堪
え
ざ
る
人
は
謝
絶
す
＝
即
ち
健
康
調
査
の
必
要
あ
り
八

（

註

一
九

）

月
三
日
四
日
の
両
日
中
午
後
会
費

持
参
本
人
直
接
御
来
社
あ
り
た
し

（

註

二
〇

）

＝
成
る
べ
く
草
鞋
脚
絆
の
軽
装
を
要
す
＝
詳
細
は
本
社
旅
行
係

（
電
話
番
町
二
二
八
一
）
へ
照
合
せ
ら
る
可
し
。
（
出
発
は
晴
雨
不
拘
決
行
） 

  

右
の
よ
う
な
文
章
の
後
に
横
書
き
で
「
委
員
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
委
員
の
名
前
が
上
下
二
段
に
分
か

れ
て
縦
書
き
で
列
記
さ
れ
て
い
る

（

註

二
一

）

。
上
段
に
は
「
旅
行
隊
長 

押
川
春
浪

」、

「
司
令
長
官 

大
村
一

蔵

」、

「
同 

弓
館
小
鰐
」
と
あ
り
、
下
段
に
は
「
兵
站
部
長 

小
杉
未
醒

」、

「
同 

橋
戸
頑
鉄

」、

「
会
計
部
長 

針
重
敬
喜
」
と
あ
る
。
「
委
員
」
の
名
簿
の
左
側
に
は
「
＝
其
他
委
員
武
侠
世
界
社
天
狗

倶
楽
部
員
数
十
名
＝
」
と
「
天
下
の
健
児
は
参
加
せ
よ
！
」

（

註

二
二

）

と
い
う
二
行
の
テ
ク
ス
ト

（

註

二
三

）

が
あ
り
、
そ
れ
を

最
後
に
し
て
こ
の
記
事
は
終
わ
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
同
誌
一
三
二
頁
所
載
の
「
編
輯
室
よ
り

（

註

二
四

）

」
と
い
う
記
事
に
も
こ
の
旅
行
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る

の
で
、
当
該
箇
所
を
引
用
し
て
お
く
。 

  

八
月
六
日
に
出
発
、
庚
申
山
を
探
検
し
、
足
尾
の
銅
山
を
見
学
し
、
更
に
日
光
中
禅
寺
に
舟
を
浮
べ

て
悠
遊
す
る
本
社
主
催
の
大
旅
行
は
、
近
頃
珍
らマ

マ

し
い
壮
挙
で
、
壮
快
言
語
の
外
だ
と
思
は
れ
る
。

例
の
天
狗
の
豪
傑
連
も
一
所
に
行
く
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
ど
ん
な
事
を
す
る
か
判
ら
な
い
。
面
白
い

面
白
い
。 
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そ
ん
な
斯
ん
な
で
、
社
内
一
同
の
元
気
頓
に
昂
り
単
に
之
等
の
活
動
ば
か
り
で
は
な
く
、
紙
面
に
も

大
改
良
を
加
へ
て
益
々
諸
君
の
交
誼
に
酬
ゆ
る
所
あ
ら
ん
と
企
図
し
て
居
る
。
論
よ
り
証
拠
本
誌
を

御
覧
あ
り
た
い
も
の
だ

（

註

二
五

） 

  

な
お
、
前
号
の
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
八
号
に
載
っ
て
い
る
同
じ
表
題
の
「
編
輯
室
よ
り

（

註

二
六

）

」
と
い
う

記
事
に
も
、
直
接
の
言
及
こ
そ
な
い
も
の
の
、
こ
の
旅
行
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
記

述
が
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。 

  

社
同
人
涼
し
い
椽
側

（

註

二
七

）

に
集
ま
つ
て
、
『
何
う
だ
暫
ら
く
痛
快
な
事
を
や
ら
ん
が
、
一
つ
此
暑
中
休
暇

に
同
志
を
集
め
て
、
何
か
痛
快
な
事
を
や
ら
う
ぢ
や
な
い
か
』
『
宜
か
ら
う
。
何
か
一
つ
や
ら
う
無

闇
に
痛
快
な
事
を
や
ら
う
ぢ
や
な
い
か
』
と
早
速
相
談
一
決
し
た
が
、
偖
何
を
や
り
出
す
か
。
之
れマ

マ

は
公
式
に
発
表
す
る
迄
、
預
か
つ
て
置
か
う
。 

炎
威
愈マ

マ

猛
烈
と
な
つ
て
来
る
が
、
我
々
も
亦
愈マ

マ

猛
烈
に
や
る
つ
も
り
だ
暑
熱
な
ど
に
閉
口
し
て
居
る

や
う
で
は
何
事
も
出
来
な
い
、
読
者
諸
君
お
互
に
確
かマ

マ

り
や
ら
う
ぢ
や
な
い
か

（

註

二
八

） 

  

旅
行
へ
の
参
加
者
は
、
水
谷
竹
紫
が
書
い
た
旅
行
記
の
末
尾
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば

（

註

二
九

）

、

「
榊
原
栄
一

」、

「
松
本
長
一
郎

」、

「
岩
本
民
徳

」、

「
石
川
金
五
郎

」、

「
鴇
田
文
材

」、

「
鶴
岡

春
三
郎

」、

「
太
田
貞
吉

」、

「
太
田
孝

」、

「
太
田
忠

」、

「
城
所
豊
蔵

」、

「
和
田
堅
次

」、

「
太

田
重
雄

」、

「
森
岡
一
成

」、

「
遠
藤
盛
弥

」、

「
中
川
悦
太
郎

」、

「
松
島
唯
雄

」、

「
池
谷
増
蔵

」
、
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「
青
戸
如
風

」、

「
小
島
忠
三
郎

」、

「
東
條
旭

」、

「
佐
伯
唯
一

」、

「
村
山
槐
多

」、

「
押
川
春

浪

」、

「
大
村
一
蔵

」、

「
水
谷
竹
紫

」、

「
弓
館
芳
夫

」、

「
押
川
清

」、

「
針
重
敬
喜

」、

「
奥
村

卯
兵
衛

」、

「
西
川
独
居
子
」
の
三
十
名
で
あ
る
。 

『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
に
旅
行
に
つ
い
て
の
文
章
を
寄
せ
て
い
る
の
は

（

註

三
〇

）

、
「
押
川
春
浪
」

（
二
〇
～
二
一
頁

）、

「
弓
館
小
鰐
」
（
二
二
～
二
三
頁

）
、

「
針
重
敬
喜
」
（
二
三
～
二
五
頁

）
、

「
水
谷
竹
紫
」
（
二
五
～
二
七
頁

）、

「
遠
藤
盛
弥
」
（
三
三
～
三
四
頁

）、

「
冷
灰
」
（
三
四
頁

）、

「
森
岡
一
成
」
（
三
五
頁

）、

「
小
島
靖
弘
」
（
三
五
～
三
六
頁

）、

「
鶴
岡
生
」
（
三
六
頁

）、

「
村

山
槐
多
」
（
三
六
頁

）、

「
榊
原
栄
一
」
（
三
七
頁

）、

「
城
所
豊
蔵
」
（
三
七
頁

）、

「
石
川
金
五

郎
」
（
三
七
～
三
八
頁

）、

「
太
田
孝
」
（
三
八
頁

）、

「
民
徳
」
（
三
八
～
三
九
頁

）
、

「
和
田
生
」

（
三
九
頁

）、

「
し
げ
を
」
（
三
九
～
四
〇
頁

）、

「
西
川
独
居
子
」
（
四
〇
頁

）、

「
鶴
田
天
材
」

（
四
〇
頁

）、

「
東
條
旭
」
（
四
〇
～
四
一
頁

）、

「
太
田
忠
」
（
四
一
頁

）、

「
池
谷
生
」
（
四
一

頁

）、

「
青
戸
如
風
」
（
四
二
頁

）、

「
奥
村
二
秋
」
（
四
二
頁

）、

「
松
本
芳
山
」
（
四
三
頁
）
の
二

十
五
名
で
あ
る
。 

参
加
者
の
リ
ス
ト
と
文
章
の
執
筆
者
名
の
両
方
に
共
通
す
る
人
名
は
、
「
青
戸
如
風

」、

「
石
川
金
五

郎

」、

「
遠
藤
盛
弥

」、

「
太
田
孝

」、

「
太
田
忠

」、

「
押
川
春
浪

」、

「
城
所
豊
蔵

」、

「
榊
原
栄

一

」、

「
東
條
旭

」、

「
西
川
独
居
子

」、

「
針
重
敬
喜

」、

「
水
谷
竹
紫

」、

「
村
山
槐
多

」、

「
森

岡
一
成
」
の
十
四
名
で
あ
る
。 

「
池
谷
増
蔵
」
と
「
池
谷
生

」
、

「
岩
本
民
徳
」
と
「
民
徳

」、

「
太
田
重
雄
」
と
「
し
げ
を

」、

「
鶴
岡
春
三
郎
」
と
「
鶴
岡
生

」、

「
和
田
堅
次
」
と
「
和
田
生
」
の
五
組
は
、
参
加
者
の
リ
ス
ト
に
お

い
て
は
き
ち
ん
と
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
章
の
執
筆
者
名
に
お
い
て
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
省
略
さ

れ
て
い
る
た
め
、
名
前
が
完
全
に
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る

（

註

三
一

）

。 
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ま
た
、
「
奥
村
卯
兵
衛
」
と
「
奥
村
二
秋

」、

「
松
本
長
一
郎
」
と
「
松
本
芳
山

」、

「
弓
館
芳
夫
」

と
「
弓
館
小
鰐
」
は
そ
れ
ぞ
れ
姓
が
一
致
す
る
の
で
、
参
加
者
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
本
名
が
書
か
れ
、

文
章
に
お
い
て
は
号
で
署
名
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
三
組
は
同
一
人
物
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
参
加
者
の
リ
ス
ト
と
文
章
の
執
筆
者
名
の
間
で
同
一
人
物
だ
と
分
か
る
の
は
合

計
二
十
二
名
で
あ
る
。 

逆
に
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
の
は
、
リ
ス
ト
か
ら
は
「
太
田
貞
吉

」、

「
大
村
一
蔵

」、

「
押
川
清

」、

「
小
島
忠
三
郎

」
、

「
佐
伯
唯
一

」、

「
鴇
田
文
材

」
、

「
中
川
悦
太
郎

」、

「
松
島
唯

雄
」
の
八
名
、
文
章
の
執
筆
者
名
か
ら
は
「
小
島
靖
弘

」、

「
鶴
田
天
材

」
、

「
冷
灰
」
の
三
名
が
挙
げ

ら
れ
る
。 

リ
ス
ト
の
「
小
島
忠
三
郎
」
と
文
章
の
「
小
島
靖
弘
」
は
、
姓
は
同
じ
だ
が
名
が
全
く
違
う
の
で
、
別

人
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

リ
ス
ト
の
「
鴇
田
文
材
」
と
文
章
の
「
鶴
田
天
材
」
は
、
姓
と
名
（
ま
た
は
号
）
の
ど
ち
ら
も
異
な
る

が
、
「
田
」
と
「
材
」
が
一
致
す
る
な
ど
、
字
が
似
て
い
る
の
で
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
だ

ろ
う
。 

文
章
の
「
冷
灰
」
は
「
三
州
豊
橋
の
住
人

（

註

三
二

）

」
な
の
で
、
リ
ス
ト
の
八
名
の
当
時
の
居
住
地
が
分
か
れ
ば
、

そ
の
中
の
誰
か
が
「
冷
灰
」
で
あ
る
の
か
ど
う
か
が
判
明
す
る
が
、
筆
者
は
そ
こ
ま
で
研
究
で
き
て

い
な
い

（

註

三
三

）

。 

も
し
、
「
小
島
忠
三
郎
」
と
「
小
島
靖
弘

」、

「
鴇
田
文
材
」
と
「
鶴
田
天
材
」
が
い
ず
れ
も
同
一
人

物
で
、
「
太
田
貞
吉

」、

「
大
村
一
蔵

」、

「
押
川
清

」、

「
佐
伯
唯
一

」、

「
中
川
悦
太
郎

」、

「
松

島
唯
雄
」
の
中
の
誰
か
が
「
冷
灰
」
で
あ
る
の
な
ら
、
以
上
の
十
一
名
分
の
人
名
は
、
実
際
に
は
合
計
八

名
の
人
物
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
反
対
に
、
上
記
の
人
名
が
悉
く
別
人
の
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
然
な
が
ら
合
計
十
一
名
の
人
物
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
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し
た
が
っ
て
、
リ
ス
ト
と
文
章
の
執
筆
者
名
か
ら
分
か
る
参
加
者
の
人
数
は
、
先
述
し
た
二
十
二
名
と

合
わ
せ
る
と
、
全
体
で
三
十
名
～
三
十
三
名
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

次
に
、
各
文
章
に
お
け
る
参
加
者
に
つ
い
て
の
記
述
に
注
目
す
る
と
、
合
計
人
数
は
「
三
十
余
名

（

註

三
四

）

」
と

書
か
れ
て
い
る
。
旅
行
の
途
中
の
時
点
で
の
人
数
と
し
て
は
、
出
発
日
（
一
九
一
四
年
八
月
六
日
）
に
上

野
駅
に
集
っ
た
の
は
「
無
慮
三
十
名

（

註

三
五

）

」
で
あ
り
、
二
日
目
（
七
日
）
の
朝
に
押
川
春
浪
を
除
く
一
行
が
山

登
り
を
し
た
際
に
は
「
二
十
余
人

（

註

三
六

）

」
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
庚
申
山
か
ら
の
下
山
途
中
に
青
戸
如
風
、

「
小
川

（

註

三
七

）

」、

松
本
長
一
郎
（
松
本
芳
山
）
の
三
名
が
加
わ
り

（

註

三
八

）

、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
総
計
二
十
九
人

（

註

三
九

）

」
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
の
三
名
の
中
で
「
小
川
」
だ
け
は
参
加
者
の
リ
ス
ト
と
文
章
の
執
筆
者
名
の
ど
ち
ら
に

も
名
前
が
出
て
こ
な
い
の
で
重
要
で
あ
る
。
そ
の
後
、
足
尾
銅
山
を
見
物
し
て
か
ら
太
田
貞
吉
が
帰
っ
た

（

註

四
〇

）

。

翌
日
の
三
日
目
（
八
日
）
に
中
禅
寺
湖
上
に
遊
ん
だ
際
の
人
数
は
「
三
十
人

（

註

四
一

）

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の

後
に
奥
村
卯
兵
衛
（
奥
村
二
秋
）
が
合
流
し
て
い
る

（

註

四
二

）

。
こ
う
し
て
み
る
と
、
人
数
に
つ
い
て
の
記
述
に
は

互
い
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

一
方
、
既
に
紹
介
し
た
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
所
載
の
記
事
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
奇
峰

庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
と
い
う
記
事
に
お
い
て
、
「
押
川
団
長
、
小
杉
針
重
の
社
同
人
は
元
よ
り
、

清
、
小
鰐
、
頑
鉄
、
河
野
其
他
の
天
狗
連
殊
に
長
岡
か
ら
は
例
の
大
村
花
和
尚
が
上
京
て
来
て
何
か
と
世

話
を
焼
く
筈

。」

と
書
か
れ
て
い
る
。
既
に
分
か
っ
て
い
る
参
加
者
の
名
前
か
ら
推
測
す
る
と
、
「
押
川

団
長
」
は
押
川
春
浪
、
「
針
重
」
は
針
重
敬
喜
、
「
清
」
は
押
川
清
、
「
小
鰐
」
は
弓
館
小
鰐
、
「
大
村

花
和
尚
」
は
大
村
一
蔵
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
引
用
し
た
他
の
記
事
に
基
づ
く
と
、
「
小

杉
」
は
小
杉
未
醒

（

註

四
三

）

、
「
頑
鉄
」
は
橋
戸
頑
鉄

（

註

四
四

）

か
と
推
測
で
き
る
。
「
河
野
」
だ
け
は
他
の
記
事
に
名
前
が

見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
天
狗
倶
楽
部
の
一
員
で
あ
っ
た
河
野
安
通
志

（

註

四
五

）

で
あ
ろ
う
か
。 
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「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
と
い
う
記
事
に
お
い
て
も
、
旅
行
の
「
委
員
」
と

し
て
、
「
押
川
春
浪

」、

「
大
村
一
蔵

」、

「
弓
館
小
鰐

」、

「
小
杉
未
醒

」、

「
橋
戸
頑
鉄

」、

「
針

重
敬
喜

」、

「
其
他
委
員
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
員
数
十
名
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
「
編
輯
室
よ
り
」
と
い
う
記
事
に
も
、
「
例
の
天
狗
の
豪
傑
連
も
一
所
に
行
く
さ
う
で
あ
る
か

ら
、
ど
ん
な
事
を
す
る
か
判
ら
な
い

。」

と
書
か
れ
て
い
る
。 

上
記
の
三
件
の
記
事
に
あ
る
「
其
他
の
天
狗
連
」

（「

大
村
花
和
尚
」
を
除
く

）、

「
其
他
委
員
武
侠

世
界
社
天
狗
倶
楽
部
員
数
十
名

」
、

「
例
の
天
狗
の
豪
傑
連
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
誰
で
あ
る
の
か

は
よ
く
分
か
ら
な
い

（

註

四
六

）

。
た
だ
し
、
二
件
目
の
記
事
に
旅
行
の
申
し
込
み
先
は
「
吉
岡
信
敬
」
と
書
か
れ
て

い
る
が

（

註

四
七

）

、
吉
岡
は
天
狗
倶
楽
部
の
一
員
で
あ
っ
た
た
め

（

註

四
八

）

、
彼
が
そ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。 

「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
と
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
に
名
前
が

書
か
れ
て
い
る
人
物
の
中
で
、
「
河
野

」、

小
杉
未
醒
、
橋
戸
頑
鉄
、
吉
岡
信
敬
の
四
人
は
、
『
武
侠
世

界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
参
加
者
の
リ
ス
ト
と
旅
行
に
つ
い
て
の
文
章
に
お
い
て
、
参
加
者

だ
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
小
杉
未
醒
は
、
押
川
春
浪
の
旅
行
記
に
お
い
て
、
こ
の
旅
行
が
企
画
さ

れ
た
経
緯
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
登
場
す
る
の
み
で
あ
り

（

註

四
九

）

、
残
り
の
三
人
は
ど
こ
に
も
名
前
が
出
て

こ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
四
人
が
旅
行
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

以
上
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
考
え
る
と
、
旅
行
の
参
加
者
と
し
て
は
、
そ
の
リ
ス
ト
と
文
章
の
執
筆
者

名
か
ら
分
か
る
三
十
名
～
三
十
三
名
と
、
二
日
目
の
朝
か
ら
合
流
し
た
「
小
川
」
に
加
え
て
、
以
上
に
名

前
は
挙
が
っ
て
い
な
い
が
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
に
お
い
て
参
加
者
と
し
て
予
告
さ
れ
た
天
狗
倶

楽
部
の
メ
ン
バ
ー
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
他
に
ど
こ
に
も
名
前
が
書
か
れ
て
い
な
い
人
が

含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
中
で
確
実
に
参
加
し
た
と
い
え
る
の
は
、
参
加
者
の
リ
ス
ト
と

文
章
の
執
筆
者
名
か
ら
分
か
る
最
少
人
数
で
あ
る
三
十
名
に
「
小
川
」
を
加
え
た
三
十
一
名
で
あ
る
。
旅
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行
に
つ
い
て
の
文
章
に
お
け
る
人
数
に
関
す
る
記
述
は
い
ず
れ
も
三
十
人
以
内
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
上

記
の
三
十
一
名
以
外
に
あ
ま
り
多
く
の
人
が
参
加
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
い
た
と
し
て
も
数
名
だ
け
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
文
章
の
執
筆
者
の
中
で
誰

で
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
「
冷
灰
」
に
相
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

  

さ
て
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
今
回
の
三
枚
の
写
真
の
解
説
に
入
る
が
、
「
庚
申
山
社
務
所
に
於
け
る
一

行
」
は
旅
行
の
初
日
（
一
九
一
四
年
八
月
六
日
）
か
二
日
目
（
七
日
）

（

註

五
〇

）

、
「
華
厳
の
瀑
と
押
川
主
筆
」
は

三
日
目
（
八
日
）

（

註

五
一

）

、
「
中
禅
寺
湖
上
の
船
遊
」
も
同
じ
く
三
日
目

（

註

五
二

）

に
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。 

撮
影
者
に
つ
い
て
は
、
ど
の
写
真
も
無
表
記
な
の
で
不
明
だ
が
、
太
田
孝
の
感
想
文
に
「
無
銭
旅
行
者

然
た
る
大
村
地
質
学
者
が
写
真
熱
と
、
そ
れ
に
対
す
る
モ
デ
ル
連
中
の
ス
ト
ラ
イ
キ

。」

と
い
う
記
述
が

あ
る
の
で

（

註

五
三

）

、
も
し
か
し
た
ら
大
村
一
蔵
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
「
庚
申
山
社
務
所
に
於
け

る
一
行
」
は
、
左
端
に
写
っ
て
い
る
人
物
が
大
村
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
他
の
人
が
撮
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。
ま
た
、
「
中
禅
寺
湖
上
の
船
遊
」
も
、
中
禅
寺
湖
で
の
遊
泳
に
つ
い
て
、
水
谷
竹
紫
の
旅
行

記
に
「
大
村
花
和
尚
と
僕
は
こ
れ
を
レ
ン
ズ
に
納
め
る
に
忙
し
い

。」

と
あ
る
の
で

（

註

五
四

）

、
大
村
と
水
谷
の
ど

ち
ら
か
が
撮
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。 

三
枚
の
写
真
の
う
ち
、
「
庚
申
山
社
務
所
に
於
け
る
一
行
」
と
「
中
禅
寺
湖
上
の
船
遊
」
に
は
槐
多
が

写
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
前
者
は
あ
る
程
度
各
人
の
顔
立
ち
が
分
か
る
の
で
、
部
分
拡
大
写
真
に
お

い
て
赤
線
で
囲
ん
だ
三
人
（
特
に
最
前
列
の
人
物
）
が
槐
多
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
推
測
で
あ
り
、
確
証
は
な
い
。
後
者
は
各
人
の
顔
が
見
え
な
い
の

で
、
個
人
の
特
定
は
困
難
で
あ
り
、
槐
多
が
写
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
も
し
写
っ
て
い
る

の
だ
と
し
て
も
、
ど
の
人
物
が
槐
多
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 
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執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
三
年
六
月
二
二
日 

第
二
稿
発
行 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
六
日 

第
三
稿
発
行 
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こ
の

P
D

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


